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醐灘影
　　こうみょうぶつじ
①光明仏寺
　真更川
宗　派
名　称
本　山
本　尊
住　職
浄土宗
光明山　蓮華律院
念仏寺
総本山智恩院
阿弥陀如来
土屋　　晃（管理者）
《由緒・沿革》
　開山は天正19年（1591）弾誓上人といわれ、行道、徳本、丹海、浄厳、賢行、澄心等の木
食修験者がこの地で修行したという。
　現在の堂宇は明治30年（1897）阿閤梨澄心の建立である。本尊は音阿作の座像といわれて
いるが、調査時には見あたらなかった。
《桐堂・建築物・石造物等》
　浄　厳　堂
　梵　字　水
《宝物・行事等》
　山居の大数珠（市指定文化財）
　百万遍念仏（毎年行なわれている）
｛1｝
認謹
蔭藻
蟹綜
　じょう　らく　　じ
②常　楽　寺
　北鵜島507
宗派真言宗豊山派
名称雨宝山常楽寺
本山総本山長谷寺
本　尊　延命地蔵菩薩
住　職　伊藤　宥宣
《由緒・沿革》
　佐渡国寺社境内案内帳に「当寺浦川村文殊院門徒、開基天正17年（1589）と寺社帳に有之」
とある。当時は大字願字大野にあったという。その後寛文7年（1667）に現在地に移転、文政
年間（1818－1830）に浦川の文殊院末になり、昭和15年、総本山長谷寺の末寺となる。
《桐堂・建築物・石造物等》
　大　師　堂
〔2）
　かん　　のん　　じ
③観　音　寺
　鷲崎858
宗　派
名　称
本　山
本　尊
住　職
高野山真言宗
宝鷲山　観音寺
総本山金剛峯寺
聖観世音菩薩
梶井　照玄
《由緒・沿革》
　当寺は、天正4年（1576）の創立、開基は檀徒本間源左工門、渋谷三郎左工門両家という一。
天明年間（1781一ユ789）に焼失、寛永2年（1790）に再建。昭和17年2月焼失。同
23年6月畑野村明持坊と合寺し再建。昭和43年6月再建、現在にいたる。
〔31
　さい　　こう　　じ
④西　光　寺
　北小浦438
宗　派　曹洞宗
名称安養山西光寺
本山総本山総持寺
本尊釈迦牟尼仏
住　職　本間　義孝
《由緒・沿革》
　応永2年（1395）の創立という。明治24年（1891）に類焼を受け、すべて焼失した。
佐渡国寺社境内案内帳には　「当寺椿村利済庵末。開基天正13年（1585）建立」とある。
《桐堂・建築物・石造物等》
　大　師　堂
〔4｝
　やく　　し　　じ
⑤薬　師　寺
　黒姫361
宗　派　真言宗豊山派
名称医王山薬師寺
本　山　総本山長谷寺
本　尊　薬師如来
住　職　中浜　照堂
《由緒・沿革》
　当寺は、昔火災にあい古文書類はない。古老の口碑によれば、天正元年（1573）の創立と
いう。浦川の文殊院を本寺として法流を続けていたが、昭和15年．総本山長谷寺の末寺となった。
建物は公民館としても使用されている。
〔5）
　　もん　　じゅ　いん
⑥文　殊　院
　浦川265
宗派真言宗豊山派
名称多宝山文殊院
本　山　総本山長谷寺
本　尊　金剛界大日如来
　　　　　　　　（2躯）
住　職　中浜　照堂
《由緒・沿革》
　文安3年（1446）の創立といわれているが、先年数回の火災のために古文書類は焼失してい
る。現在あるものは、明和4年（1767）の什物改帳1冊だけである。昭和3年、加茂村梅津蓮
花坊と合寺、昭和15年2月、総本山長谷寺の末となる。
《宝物・行事等》
種まき行事
（文殊院開基檀徒、
　佐藤五郎左工門家により
　1月15日夕実施される）
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　ほう　そう　いん
⑦宝　蔵　院
　椿11の1
宗　派
名　称
本　山
本　尊
住　職
天台宗
青竜山　宝蔵院
総本山
　比叡山延暦寺
大聖不動明王
内藤　淳芳
《由緒・沿革》
　加茂村史によれば、当寺は延宝7年（1679）羽黒山大権現別当正光寺海園の弟子晃弁建立と
ある。もとは北松ケ崎熊野神社付近にあったが、吉住城主本間山城守が椿村へ迎え祈願所としたとい
うが詳細は不明である。明治20年（1887）、火災のため焼失。同41年（1908）再建、現
在に至る。佐渡国寺社境内案内帳には、「当寺羽黒村正光寺末、開基永正元年（1504）」とある。
・灘．
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　　り　　さい　あん
⑧利　済　庵
　椿340
宗　派
名　称
本　山
本　尊
住　職
曹洞宗
吉住山　利済庵
総本山総持寺
釈迦牟尼仏
高橋　元輔
《由緒・沿革》
　佐渡国寺社境内案内帳によれば「当寺吉井本郷剛安寺末、開基永享12年（1440）」という。
また寺記によれば、開基は吉住地頭本間山城守道正後室妙義尼、中興開山、松樹山剛安寺襲山永虎
という。
｛8｝
　r　　　ヒ・雛繊．
《由緒・沿革》
　佐渡国寺社境内案内帳に、
講難
　じょう　けい　　じ
⑨常　慶　寺
　椿3
宗　派　曹洞宗
名称快嶽山常慶寺
本　山　総本山総持寺
本　尊　文殊菩薩
住　職　福島　義道
「当寺椿村利済庵末。開基天文23年（1554）」とある。
また寺記によれば、当寺は、応安の頃（1368－1375）常願寺と号し、馬首にあったという。
《福堂・建築物・石造物等》
観　音　堂
ロ　お　　ひら
ごぼ @ハ　ぼじき懸
　　・該ド鑛．
搭疹
〔9）
　　だい　　えい　　じ
⑩大　栄　寺
　羽吉329の1
宗　派
名　称
本　山
本　尊
住　職
曹洞宗
樹覆山　大栄寺
総本山総持寺
釈迦牟尼仏
川崎　暁輔
　《由緒・沿革》
　天正3年（1575）、渋谷因幡守の開基と伝えられるが．大正7年（1918）4月の羽黒大
火のため古書類はすべて焼失し、往昔を知る由なし。佐渡国寺社境内案内帳には「当寺河崎村晃照
寺末。開基不知と、天正ユ6年（1588）改の寺社帳に有之由、元禄の寺社帳に有」とある。
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　ごく　らく　　じ
⑪極　楽　寺
　羽吉20
宗　派　浄土宗
名　称　松風山　極楽寺
本　山　単立寺院
本尊阿弥陀如来
住　職　高橋　邦彦
《由緒・沿革》
　佐渡国寺社境内案内帳によれば、「当寺京都智恩院末、開基春誉、慶長15年（16ユ0）建立」
とある。
回
　　しん　ぽう　いん
⑫真　法　院
　梅津925
宗派真言宗豊山派
名　称　紅木山　真法院
本　山　総本山長谷寺
本　尊　大日如来
住　職　星野　浄雄
《由緒・沿革》
　寺記によれば、創立は文禄2年（1593）、昔は梅津寺といわれ、大法印良基中興という。昭
和15年に、総本山長谷寺の末となる。梅昌寺は、もとこの地にあったという。
《桐堂・建築物・石造物等》
天　神　堂
苔梅保存殿
四国霊場八十八ケ所
《宝物・行事等》
真法院の苔梅（市指定文化財）
（12
灘 　｛よい　 しょう　 じ⑬梅　昌　寺
　梅津1389
宗　派
名　称
本　山
本　尊
住　職
曹洞宗
快法山　梅昌寺
総本山永平寺
　　　総持寺
釈迦牟尼仏
今井　徳庵
《由緒・沿革》
　佐渡国寺社境内案内帳によれば、「当寺下野国大中寺末、開基文禄2年（1593）」とある。
もとは、現在真法院が建っている地にあったといっ。
《桐堂・建築物・石造物等》
観　音　堂
｛ぼ
　　り　　しょう　いん
⑭理　性　院
　加茂歌代1233
宗　派　真言宗豊山派
名　称　金福山　理性院
本　山
本　尊
住　職
総本山長谷寺
虚空蔵菩薩
斎藤　俊恵
《由緒・沿革》
　佐渡国寺社境内案内帳には、「当寺開基文亀3年（1503）雷音坊と云う寺家ありし由前代寺
社帳にこれあり」とある。また加茂村史によれば、中興開山賢栖とある。
《宝物・行事等》
雨ご噛い音巨　（］圭トま由）
04
　しょう　とく　　じ
⑮聖　徳　寺
　加茂歌代1296
宗　派
名　称
本　山
本　尊
住　職
真言宗豊山派
三宝山　太子殿
　　　聖徳寺
総本山長谷寺
聖徳　太子
山岸　本幸
《由緒・沿革》
　昭和22年の大火で、吉祥寺、正福寺が焼失したが、同24年に両寺の共有仏堂であった太子堂
を昇格して聖徳寺とした。佐渡国寺社境内案内帳には、吉祥寺は「当寺開基文亀元年（150D
改」正福寺は「当寺開基永正5年（1508）」とある。
《宝物・
　行事等》
達磨大師像
（木食行道作）
昆沙門天
（15
　　ふ　　げつ　　じ
⑯富　月　寺
　加茂歌代3783
宗　派
名　称
本　山
本　尊
住　職
曹洞宗
雲晴山　富月寺
総本山永平寺
　　　総持寺
十一面観世音菩薩
田中　泰禅
《由緒・沿革》
　佐渡国寺社境内案内帳には、　「当寺、加賀国宗徳寺末、開基天文18年（1549）」とある。
加茂村史には、明治維新廃寺の時、小本寺格にて梅昌寺、江西院、薬師寺の三ケ寺を合寺し、明
治12年（ユ889）元に復したと記されている。
《桐堂・建築物・石造物等》
納　骨　堂
《宝物・行事等》
おしろい地蔵（木食行道作）
〔1θ
　こう　さい　　いん
⑰江　西　院
　加茂歌代669
宗　派
名　称
本　山
本　尊
住　職
曹洞宗
雄栄山　江西院
総本山永平寺
　　　総持寺
釈迦牟尼仏
矢辺　俊一
《由緒・沿革》
　寺記によれば、この寺は青森県弘前市宗徳寺末、開山は宝山正珍、開基は加茂郡地頭渋谷十郎左
工門尉直清という。もとは南河内稲場にあったといわれ、湖（加茂湖）の西にあたる土地なので江
西院と称したという。佐渡国寺社境内案内帳には「当寺加賀の国崇徳寺末．開基貞和3年（1347）
本山崇徳寺3世宝山和尚開基」とある。
聞
　　ごく　　らく　　じ
⇔極　楽　寺
　加茂歌代3615
宗　派
名　称
本　山
本　尊
住　職
真言宗豊山派
大功徳山　極楽寺
総本山長谷寺
大日如来
土屋　興厳
《由緒・沿革》
　開基、開山とも不祥。寺記によれば、古くは地蔵院と称し、延徳年間（ユ489－1492）の
開基というが、文献はすべて焼失している。
《桐堂・建築物・石造物等》
権　現　堂
地蔵菩薩
宝筐印塔（石塔）
《宝物・行事等》
水晶の念珠
｛18
纒灘 雛難雛三、
　やく　　し　　じ
⑲薬　師　寺
　秋津367
宗　派
名　称
本　山
本　尊
住　職
曹洞宗
医王山　薬師寺
総本山永平寺
　　　総持寺
薬師如来
渡辺　一準
《由緒・沿革》
　佐渡国寺社境内案内帳に、　「当寺歌代村富月寺末、開基永禄2年（1559）。
長福寺と云う。享保元年（1716）薬師寺と改む」とある。
当寺先の寺号を
09
　　まん　　ぷく　　じ
⑳万　福　寺
　秋津1110濯　　　　宗　派
　　　　名　称
．羅灘
真言宗
紫雲山　万福寺
単立寺院
地蔵菩薩
中川　愛子
《由緒・沿革》
　口碑に、永禄（ユ558－1570）の頃まで釜谷字坊の前という地にあり．天明（ユ781
一ユ789）の初め現在の地に移ったという。天保（1830－1844）の初め火災にあい、同
6年（1835）に再建した。明治（ユ868－1912）の初め、住職大真代に慶宮寺末より智
積院末になる。昭和26年単立寺となり現在に至る。
《桐堂・建築物・石造物等》
地　蔵　堂
《宝物・行事等》
木食行道書「龍水」の掛軸
「地蔵堂」の額
20
　えん　　とく　　じ
⑳円　徳　寺
　長江795
宗派真言宗豊山派
名称長福山円徳寺
本　山　総本山長谷寺
本尊薬師如来
住　職　市橋　俊一
《由緒・沿革》
　佐渡国寺社境内案内帳によれば、「当寺開基不祥」。天正16年（1588）の寺社帳に有る。
昔は金北山別当であったともいう。また、「行啓の吉井村」によると、開基は享禄元年（1528）
大聖院9世宥慶法印で、明治元年（1868）に廃寺となったが同11年（1878）再建した。
この寺の阿弥陀仏は60年ごとに開帳されることになっている。
《桐堂・建築物・石造物等》
阿弥陀堂
《宝物・行事等》
木食行道作地蔵菩薩像
⑳
　かん　　のん　　じ
⑫観　音　寺
　長江510の1
宗　派
名　称
本　山
本　尊
住　職
真言宗
大悲山　観音寺
単立寺院
聖観世音菩薩
三国　博史
《由緒・沿革》
　仁治3年（1242）以前の開山という。元禄3年（1690）、中興の祖法印宥性が、裏山崩
壊で本堂、庫裡が大破した時これを再建。その後天保8年（1837）法印快伝が本堂を再建。明
治30年（1897）の大水害で被害を受け、開山以来川岸にあったものを昭和17年に現在地に
移転した。
　　ド・r…、ぶ・や　：霊ド「
2a
　しょう　ふく　　じ
⑳正　福　寺
　潟端497
宗　派
名　称
本　山
本　尊
住　職
新義真言宗
池水山　正福寺
総本山根来寺
阿弥陀如来
計良　盛英
《由緒・沿革》
　当時は、開基永享元年（1429）良覚代、本尊阿弥陀如来は行基菩薩の作と伝えられている，
また、前立阿弥陀如来は奈良の大乗寺から良覚持来の仏であると伝えられている。当初、本寺は潟
端観音堂脇に建立されたと言われる。
23
　そう　　うん　　じ
⑭相　運　寺
　旭530の甲
宗派真言宗豊山派
名　称　延命山　相運寺
本　山　総本山長谷寺
本　尊　延命地蔵菩薩
　　　　　　　（2躯）
住　職　山岸　隆仁
《由緒・沿革》
　開基は永禄9年（1566）尭清という。明治元年（1868）廃寺となったが、同11年
（ユ878）7月再興。大正13年（1924）11月、同字実相坊を合寺し今日に至る。
別
騨　しょう　りゅう　じ
⑳青　竜　寺
　旭615
宗派真言宗
名称東光山青竜寺
本　山単立寺院
本　尊　延命地蔵菩薩
住　職　高松泰邦
《由緒・沿革》
　永禄10年（1567）、僧慶尊の開基創立と伝えられている。文化2年（1805）、火災の
ため建築物全焼、同4年（1807）再建した。明治元年（1868）廃寺となったが、同11年
（1878）7月に再興した。
田
轍轟
三三壕 　こう　　りん　　　じ
⑳光　輪　寺
　立野292
宗　派　真言宗
名　称　医王山　光輪寺
本　山　単立寺院
本　尊　薬師如来
住　職　近藤　右全
《由緒・沿革》
　寺記によれば、開基は文永6年（1269）渋谷太郎直宗、開山は宥尊阿閣利という。明治16年
（1883）9月、火災のため本尊、建物すべて焼失した。同20年（1887）、近藤融善の再興
により現在に至る。
《褐堂・建築物・石造物等》
仁　王　門
ぷ弓
灘緩ジ黙㌘餐響繋懸難衰灘※※欝箋
＿こ蕊．．＿三，．　＿
¢θ
　しょう　わ　　いん
㊨昭　和　院
　湊23
宗　派　真言宗
名　称　湊始山　昭和院
本　山　単立寺院
本　尊　大日如来
　　　　不動明王
住　職　斎藤　俊恵
《由緒・沿革》
　こ当寺は．釈迦院と花蔵院が昭和7年に合寺したものである。佐渡国寺社境内案内帳によれば、
開湊山釈迦院は「当寺明和8年（1771）2月末寺に改。開基弘仁2年（811）と寺社帳に有
之」、湊始山花蔵院は「当寺開基永正8年（1511）と寺社帳にあり」とある。
《福堂・建築物
　　・石造物等》
大　師　堂
地　蔵　堂
薬　師　堂
真言供養塔
青面金剛
観 “該渓
欝
⑳
　みょう　ほう　　じ
⑳妙　法　寺
　湊200
宗　派
名　称
本　山
本　尊
住　職
日蓮宗
東光山　妙法寺
総本山身延山
　　　　久遠寺
釈迦牟尼仏
吉田　完隆
《由緒・沿革》
　寺記によれば、寛永元年（1624）に土地の有志が、塚原山13世栴林院日宿上人を迎えて寺
を建立し、初めは東照山と称していたが、後に東光山に改称したという。現在の本堂は享保工4年
（1729）の建立であるといわれる。堂内には鬼子母神も伺られている。
《桐堂・建築物・石造物等》
七　面　堂
清正公堂
宝　蔵　庫
佐州妙法寺碑記
《宝物・行事等》
洛中洛外風俗図屏風（市指定文化財）
日蓮聖人関係書籍
軸　物
醐■鱒rr てr剛醐醐＼．、
¢8
襲鍵該一
　しょう　こう　　じ
⑳勝　広　寺
　湊199
宗　派　真宗大谷派
名　称　智慧海山　勝広寺
本　山　総本山東本願寺
本尊阿弥陀如来
住　職　濱松　柳志
《由緒・沿革》
　寺記によれば、天正元年（1573）、羽州浄願寺の第3子道受が佐渡に渡り、10余年、原黒
に草庵を結んだ。その後新穂の大工沢の鉱山、沢根の鶴子銀山と移転し、元和年間（1615－
1624）に今の地に落着いた。現在の本堂は元禄14年（1701）の建立であるという。
《桐堂・建築物・石造物等》
鐘　　楼
《宝物・行事等》
親驚聖人・蓮如上人の掛軸
四
　　しん　ねん　　じ
⑳真　念　寺
　湊199
名　称
本　尊
責任者
真念寺
阿弥陀如来
村山　真城
《由緒・沿革》
　勝広寺寺家真念寺は、勝広寺六代目住職釈柳意の母により、貞享元年（1684）に円石を開
基として建立されたものである。
’80
藩簸
　　　繹i
　えん　　めい　　じ
⑳延　命　寺
　夷341
宗　派　真言宗豊山派
名　称　龍燈山　長久院
　　　　　　延命寺
本　山　総本山長谷寺
本　尊　金剛界大日如来
　　　　　　　　（2躯）
住　職　土屋　興厳
《由緒・沿革》
　寺記によれば．永正元年（1504）の創立とあり、延命地蔵尊が本尊であったというが、途中
盗難にあい、その住職の代に金剛界の大日如来を本尊として現在に至る。元文5年（1740）に
慶宮寺末になったが、昭和15年2月に総本山長谷寺の末となった。明治36年（1903）に廃
寺となった金剛院を合寺した。本尊大日如来2躯のうち1躯は、金剛院の本尊であったものである。
《福堂・建築物
　　　　・石造物等》
観　音　堂
青面金剛（石仏）
真言供養塔
61）
羅灘羅
顎
　あん　しょう　じ
⑫安　照　寺
　春日175
宗　派
名　称
本　山
本　尊
住　職
真言宗
歌代山　心王院
　　　安照寺
単立寺院
金剛界大日如来
梶井　照雄
《由緒・沿革》
　寺記によれば、文亀2年（1502）、加茂の地頭渋谷十郎左工門の舎弟四郎左工門が室町将軍
に拝謁の時、加茂の大部を賜わり帰国、この地を歌代村と名付けた。また菅公を勧請して北野神社
と称し、1寺を建立して歌代山安照寺と名付けた。享保10年（1725）、慶宮寺末となる。現
在は単立寺院となっている。
《桐堂・建築物・石造物等》
太子堂（大師堂）
偲　巽　堂
《宝物・行事等》
弘法大師行状曼茶羅（4幅）
B2
　しょう　がく　　じ
㊨正　覚　寺
　夷新17
宗　派
名　称
本　山
本　尊
住　職
浄土宗
樹動山　無上院
　　　正覚寺
総本山智恩院
阿弥陀如来
山口　隆聖
《由緒・沿革》
　寺記によれば、大永2年（1522）、筑前国松浦の一統であった深蓮社心誉上人樹動大和尚の
開山であるという。天保6年（ユ835）、建物をすべて焼失。明治8年（1875）頃までに本
堂、山門、観音堂、薬師堂、庫裡、土蔵等を再建。同16年（1883）の夷火事で類焼、同20
年（1887）に現本堂が完成、その他の建物も大正末期までに再建され現在に至る。
《桐堂・建築物・石造物等》
薬　師　堂
地蔵菩薩
観世音菩薩
《宝物・行事等》
観経曼茶羅（掛軸）
薬師如来像（木彫）
善導・法然両大師像（木彫）
藩．
㈱
　　ほ　　どう　　じ
⑭浦　堂　寺
　夷248
宗　派　真言宗豊山派
名　称　金北山　浦堂寺
本　山　総本山長谷寺
本　尊　地蔵菩薩
住　職　山岸　本幸
《由緒・沿革》
　本尊は石像の子育て地蔵である。昔、相川金山が栄えた頃、処刑された者の供養をここで行なっ
たといわれる。また、佐渡で子供が育たなかった折、金北山に地蔵ができ．男はそこにお参りをし
女は当寺へお参りをして子供が育ったと伝えられている。
《桐堂・建築物・石造物等》
青面金剛
難il
鍵
図
　ずい　ほう　　じ
⑯瑞　芳　寺
　住吉570
宗　派
名　称
本　山
本　尊
住　職
曹洞宗
松林山　瑞芳寺
総本山永平寺
　　　総持寺寺
十一面観世音菩薩
石川　辮一
《由緒・沿革》
　佐渡国寺社境内案内帳に、「当寺川崎晃照寺末、開基永正2年（1505）」とある。
また、寺記によれば、宝暦年間（1751－1764）に観音堂を修理して寺としたという。この
寺には、「瑞芳禅寺本尊像誌、並びに造寺因由記」が蔵されている。
《桐堂・建築物・石造物等》
塩釜神社
平面地蔵尊（石仏）
子育て観音（等身大木彫）
B5
　　ふ　　どう　　いん
⑳不　動　院
　城腰175
宗　派
名　称
本　山
本　尊
住　職
真言宗豊山派
明王山　本城寺
　　　不動院
総本山長谷寺
不動明王
中浜　顕如
《由緒・沿革》
　康暦年間（1379－1381）に、久知地頭職の祈祷寺として建立されたという。佐渡国寺社境
内案内帳によれば　「開基天正15年（1587）」とある。
《桐堂・建築物・石造物等》
鐘　楼　門
多　宝　塔
八十八体の石仏
《宝物・行事等》
観音大士（銅の立像）
浬薬像軸
　…響1
B6
　ちょう　あん　　じ
⑰長　安　寺
　久知河内152
宗　派　真言宗豊山派
名称陽雲山長安寺
本山総本山長谷寺
本尊阿弥陀如来
住職宮川円明
《由緒・沿革》
　寺記によると、天長8年（831）の創立である。初めは天長寺と号した。応徳（1084－
1087）の頃に中絶し、仁安3年（1168）に長安寺と改め、承久2年（1220）に現在地
に移転した。
《桐堂・建築物・石造物等》
仁　王　門
宝筐印塔（石塔）
歌　　　碑
《宝物・行事等》
木像阿弥陀如来座像（国指定重要文化財）
銅　　鐘（国指定重要文化財）
薬師如来座像
曼茶羅
醐
灘鵠
　　わ　　こう　いん
⑳和　光　院
　下久知802
宗　派　真言宗室生寺派
名　称　松林山　和光院
本　山　大本山室生寺
本　尊　金剛界大日如来
　　　　弥勒菩薩
住　職　鈴木　浄院
《由緒・沿革》
　慶宮寺末であったが、昭和15年に総本山長谷寺末となる。その後昭和40年ユ月、大本山室生
寺末となる。昭和48年12月．平松山弥勒寺と合寺し、現在に至る。佐渡国寺社境内案内帳によ
れば、「開基享徳元年（1452）」とある。また弥勒寺については、「当寺開基文明2年（1470）
と寺社帳に有之」とある。
《桐堂・建築物
　　　・石造物等》
天　満　堂
β8
　しょう　がく　　じ
⑲正　覚　寺
　下久知779
宗
名
本
本
住
《由緒・沿革》
　享徳元年（1452）創立の経塚山長福寺を、享保2年（1717）、
また八幡宮別当職ともいう。
派　真言宗豊山派
称　石清水山正覚寺
山　総本山長谷寺
尊　金剛界大日如来
職　大場　純栄
正覚寺に改めたという。
《相堂・建築物・石造物等》
真言供養塔
《宝物・行事等》
脇立聖観音（木彫）
θ9
　ふく　ぞう　いん
⑳福　蔵　院
　河崎1801
宗派真言宗豊山派
名称神水山福蔵院
本　山　総本山長谷寺
本　尊　大日如来
住　職　阿部　栄勝
《由緒・沿革》
　佐渡国寺社境内案内帳によれば、「大永3年（1523）慶宮寺より法流伝受」とある。また寺記に
よれば、貞観15年（873）の開基というが不祥である。境内には梅の古木があり、堂宇は昭和
49年の再建である。
《相堂・建築物・石造物等》
天　神　堂
牲o
　さい　　ほう　　じ
㊨西　方　寺
　河崎1694
宗　派　浄土真宗
名称東見山西方寺
本山総本山東本願寺
本尊阿弥陀如来
住　職　須藤　　淳
《由緒・沿革》
　佐渡国寺社境内案内帳には、「東本願寺末慶長19年（1614）開基」とある。　また、願誓
寺文書によれば、文明6年（1474）の開基という。
倒
　ちょう　ぞう　　じ
⇔長　蔵　寺
　河崎280
宗　派
名　称
本　山
本　尊
住　職
曹洞宗
医王山　長蔵寺
総本山永平寺
　　　総持寺
薬師如来
稲辺　豊秀
《由緒・沿革》
　寺記によれば、文明5年（1473）、久知郷地頭本間加賀守秀泰の開基にして源秀院と称し、
明治37年（1904）に長蔵寺と改称して、現在に至る。
《桐堂・建築物・石造物等》
薬　師　堂
幽
　こう　しょう　　じ
⑬晃　照　寺
　河崎283
宗　派
名　称
本　山
本　尊
住　職
曹洞宗
龍寿山　晃照寺
総本山永平寺
　　　総持寺
釈迦牟尼仏
本間　敏夫
《由緒・沿革》
　佐渡国寺社境内案内帳によれば、「康暦2年（1380）説心による開基」とある。また旧記によれ
ば開基永享4年（1429）、開山延徳2年（1490）ともいう。越後南魚沼郡雲洞庵末で、明
治40年（1907）、旧堂焼失。大正2年（1913）に上棟、現在に至る。
《福堂・建築物・石造物等》
稲荷神社
る灘
翻
日3
　しょう　げん　　じ
⑭正　源　寺
　真　木390－1
宗　派
名　称
本　山
本　尊
住　職
浄土宗
合掌山　正源寺
総本山智恩院
阿弥陀如来
山口　隆聖
《由緒・沿革》
　佐渡国寺社境内案内帳によれば、「夷町正覚寺末、開基合誉、慶長15年（1610）建立」とある。
現在は公民館内にある。
《桐堂・建築物・石造物等》
薬　師　堂
働
　ほう　こう　　じ
㊨宝　光　寺
　真木4616
宗　派
名　称
本　山
本　尊
住　職
真言宗豊山派
愛宕山　宝光寺
総本山長谷寺
千手観音
阿部　栄勝
《由緒・沿革》
　佐渡国寺社境内案内帳には、「青竜山宝光寺、開基不詳」とあり、現在の山号は背後の山名を取った
といわれている。明治の末に全焼し、古文書等まったくなく不詳である。
《相堂・建築物・石造物等》
太　子　堂
閏
　ほう　しゅ　　いん
㊨宝　珠　院
　真木662
宗　派
名　称
本　山
本　尊
住　職
真言宗豊山派
如意山　宝珠院
総本山長谷寺
不動明王
土賀　照清
《由緒・沿革》
　寺伝では、享禄2年（1529）病死した久知殿の娘（一説では殿様の側室）の霊を弔って、元
三分一村字坂森に1寺を建立し、山号を如意山と唱し、寺号は、法名をもって宝珠院と名付けたと
いう。
《相堂・建築物・石造物等》
観　音　堂
納　経　塔
㈹
　しん　　がん　　じ
㊨心　願　寺
　椎泊304
宗　派　浄土宗
名称安龍山心願寺
本　山　総本山智恩院
本　尊　阿弥陀如来
住　職　高橋　博明
《由緒・沿革》
　佐渡国寺社境内案内帳によれば、「当寺相川法界寺末、開基元和6年（1620）、願誉浄栄建
立。一説に本山法界寺堪誉の開基にして、寺号を京都智恩院満誉僧正より免許ともいう。先年は寺
号を真岸寺という」とある。
《絢堂・建築物・石造物等》
観　音　堂
岡
　ちょう　ぜん　　じ
⑱長　善　寺
　椎泊117
宗　派
名　称
本　山
本　尊
住　職
真宗大谷派
首藤山　長善寺
総本山東本願寺
阿弥陀如来
首藤　法雲
《由緒・沿革》
　佐渡国寺社境内案内帳によれば、　「当寺京都東本願寺末、開基栄然、天正11年（1583）建
立」とある。昭和29年、火災のため全焼し、同43年11月、本堂を再建した。
《褐堂・建築物・石造物等》
鐘　　楼
08
灘．
1難撫嚢鯨
轟鮭
　がん　　せい　　じ
⑲願　誓　寺
　椎泊756
宗　派　真宗大谷派
名称広普山願誓寺
本山総本山東本願寺
本　尊　阿弥陀如来
住　職　須藤　　淳
《由緒・沿革》
　佐渡国寺社境内案内帳によれば、「当寺京都東本願寺末、開基天正12年（1584）と寺社帳
に有之」とある。　また当寺の文書によれば、順慶によって創立されたという。
《桐堂・建築物・石造物等》
太　子　堂
義民の碑
《宝物・行事等》
軸　　物
幽
難鞍諜垂雛．
　　じ　　しゅう　いん
⑳持　秀　院
　両尾126
宗派真言宗豊山派
名称福寿山持秀院
本　山　総本山長谷寺
本　尊　不動明王
　　　　大日如来
住　職　毛原　亮照
《由緒・沿革》
　当寺は、秀蔵院と持明院が合寺したものである。秀蔵院は、弘仁元年（810）に創立、中興
法流開基。明治元年（1868）に廃寺となったが、同年12月に復旧した。持明院は、大同2年
（807）に創立、中興法流開基。明治元年（1868）に廃寺となったが．同5年（1872）
1ユ月に復旧した。昭和14年7月3日、ニカ寺が合寺し、持秀院となり現在に至る。
《桐堂・建築物・石造物等》
薬　師　堂
弘法大師石像
《宝物・行事等》
不動明王（掛軸）
釈迦浬繋（〃）
佐渡一国義民霊供養
i醸熱ン
轟、
60
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羽二生218
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宗　派　真言宗豊山派
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名　称　切久山　来迎寺
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本　山　総本山長谷寺
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本　尊　不動明王
《由緒・沿革》
　寺記によれば、開基は延徳2年（1490）という。本寺は、天文23年（1554）浄土宗と
してこの地に建立し、弘治元年（1555）真言宗に改宗した。
《桐堂・建築物・石造物等》
観　音　堂
《宝物・行事等》
軸　　　物
惣講
｛
51）
　しょう　こう　　じ
⑭照　光　寺
　大川679
宗派真言宗豊山派
名称医王山照光寺
本　山　総本山長谷寺
本　尊　薬師如来
住　職　奥野　照英
《由緒・沿革》
　佐渡国寺社境内案内帳には、「当寺開基天正16年（1588）と元禄の寺社帳に有之」とある。
また、寺記によれば、元禄10年（1697）火災のため建物焼失、同11年（1698）再建、
嘉永4年（1851）本堂を再建したという。
《桐堂・建築物・石造物等》
観　音　堂
真言供養塔
醸灘1藻黙s鱗灘轡糊欝
・62
　せい　がん　　じ
⑬誓　願　寺
　水津594
宗　派　浄土宗
名称心行山誓願寺
本　山　総本山智恩院
本尊阿弥陀如来
住職日和山美智
《由緒・沿革》
　佐渡国寺社境内案内帳には、「当寺相川法界寺末、開基不知と本寺帳面にあり、往古は相川に建立。
寛永3年（1626）此所へ遷す。則ち法界寺末寺に改と有之」とある。また、寺記によれば、承
応元年（1652）に雑太郡鶴子から移転、開山は行誉湛長上人であるという。安政2年（185
5）に建物損壊、同4年（1857）、大誉良晋上人が村民の寄進によって再建したという。
《桐堂・建築物・石造物等》
観　音　堂
上　人　堂
菩薩戒供養塔
63
　　じ　　ぞ’う　　いん
⑭地　蔵　院
　片野尾224
宗派真言宗豊山派
名称求法山地蔵院
本　山　総本山長谷寺
本　尊　地蔵菩薩
住　職　後藤　晃進
《由緒・沿革》
　佐渡国寺社境内案内帳には、　「当寺もと寺号を上之坊と云う。開基天正10年（1582）に候
哉」とある。明治38年（ユ905）に火災で、建造物その他すべて焼失し、本尊と過去帳のみ現
存している。現在の建物は、大正3年（ユ914）の再建である。
《桐堂・建築物・石造物等》
地　蔵　堂
鐘 楼
瑠　璃　殿
64
　じょう　がん　　じ
⑮浄　願　寺
　片野尾206
宗　派　真宗大谷派
名　称　白雲山　浄願寺
本　山　総本山東本願寺
本　尊　阿弥陀如来
住　職　藤岡　正典
《由緒・沿革》
　佐渡国寺社境内案内帳には、　「当寺京都東本願寺末、開基慶長11年（1606）と寺社帳に有
之」とあり．また浄願寺開基帳には、開基は、慶長4年（1599）僧順智によると記されている。
鯛
　　かん　　のん　　じ
⑯観　音　寺
　月布施205の子
宗　派　真言宗豊山派
名称晃明山観音寺
本山総本山長谷寺
本尊阿弥陀如来
住　職　浜中　賢龍
《由緒・沿革》
　佐渡国寺社境内案内帳によると、月布施には観音寺と吉祥寺があって、観音寺は「当寺開基不知
と、天正16年（1588）改の寺社帳に有之」、吉祥寺は、「開基天文元年（1573）と元禄
の寺社帳に有之」とある。吉祥寺の本尊である大日如来は、明治30年（1897）の水害による
吉祥寺流失以来．観音寺にまつってある。
《褐堂・建築物・石造物等》
佐渡百姓一揆の義民をまっる石塔
昆沙門堂
猿田彦大神
6碕
　まん　　ぷく　　じ
⑰万　福　寺
　野浦78
宗　派　真言宗豊山派
名称医王山万福寺
本　山　総本山長谷寺
本　尊　不動明王
　　　　大日如来
住　職　浜中　賢龍
《由緒・沿革》
　野浦には、万福寺と福壽院のニカ寺があったが、明治21年（1888）、福壽院は万福寺に合
寺し、現在に至っている。佐渡国寺社境内案内帳によれば、「開基は、．福壽院が享禄2年（1529）
万福寺は永禄7年（1564）」とある。
5w
　　けい　ぞう　いん
⑱慶　蔵　院
　東立島42
宗派真言宗豊山派
名称医雲山慶蔵院
本山総本山長谷寺
本　尊　不動明王
住　職　浜中　賢龍
《由緒・沿革》
　佐渡国寺社境内案内帳には、「天文3年（1534）本寺慶宮寺により伝法相続と元禄寺社帳に有
之」とあり、古過去霊簿によって創立の古いことが察せられる。脇仏として奉安されている大日如
来は、永年檀信徒総代、菊池太郎左工門家が明和6年（1796）に寄進したものと言われている。
《桐堂・建築物・石造物等》
弘法大師石像
68
　もん　　じゅ　いん
⑲文　珠　院
　赤玉648の1
宗　派
名　称
本　山
本　尊
住　職
真言宗豊山派
礼玉山　大聖寺
　　　文珠院
総本山長谷寺
大日如来
山本　憲慈
《由緒・沿革》
　佐渡国寺社境内案内帳には、「当寺明和8年（1771）2月末寺に改。開基永禄元年（155
8）にて天正元年（1573）中興空返再建立と寺社帳に有之」とある。
　この寺は古くは修験（山伏）であったらしく、真言宗の寺となったのは、明和8年（1771）
であるという。開基は快山という人である。第2世の快憲の時、それまで部落のかみ手、才の神の
付近の畠にあったものを現在の地に移し、今日に至っている。
《桐堂・建築物・石造物等》
心　経　殿
69
鍵 　　とう　ふく　　じ⑳東　福　寺
　豊岡703
宗　派
名　称
本　山
本　尊
住　職
真言宗豊山派
東海山　東福寺
総本山長谷寺
阿弥陀如来
富田　宝純
《由緒・沿革》
佐幽寺社境内案内帳｝・は・「当寺隔不知、天正16年（1588）醗立と元禄の寺社帳｝こ
有之」とあるカざ・説｝・は永禄元年（1558）創立とも｛云えられている．本醐野町長谷寺の寺
記によれば、延喜2年（1745）長谷寺末寺となるとある。
60
　さい　　せん　　　じ
⑪西　泉　寺
　柿野浦30
宗派真言宗豊山派
名　称　白山　西泉寺
本　山　総本山長谷寺
本　尊　十一面観世音菩薩
住　職　富田　宝純
《由緒・沿革》
　当寺は、東鵜島にあった泉福寺と柿野浦にあった西楽寺が合寺したものである。佐渡国寺社境
内案内帳には、泉福寺は「当寺開基不知、天正7年（1579）中興宥寂再建立と元禄の寺社帳に
有之」、西楽寺は「当寺延享2年（1745）11月13日末寺に改。開基不知、天正16年（158
8）、文禄元年（1592、）の両度建立乏元禄の寺社帳に有之」とある。
杣
灘
　まん　ぷく
⑫万　福
　岩首508
じ
寺
宗　派　真言宗
名　称　医王山　万福寺
本山総本山長谷寺
本　尊　十一面観世音菩薩
住　職　佐藤　宝秀
《由緒・沿革》
　佐渡国寺社境内案内帳には、「開基不詳、天正16年（1588）に再建立と元禄寺社帳に有之」
とある。畑野長谷寺の門徒寺である。
《褐堂・建築物・石造物等》
七　観　音
62
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